
飯
能
市
内
の
医
療
機
関

に
25
年
４
月
か
ら
実
施
さ

れ
る
日
高
市
の
子
ど
も
医

療
費
無
料
化
を
知
ら
せ
る

ポ
ス
タ
ー
が
掲
示
さ
れ
て

い
ま
す
。
こ
れ
を
見
た
市

民
か
ら
一
ヶ
月
３
０
０
０

円
を
超
え
な
い
と
助
成
を

し
な
い
飯
能
市
の
制
度
に

対
し
て
不
満
の
声
が
上
が
っ

て
い
ま
す
。

日
高
市
は
今
年
４
月
か

ら
子
ど
も
の
通
院
時
に
か

か
る
医
療
費
の
助
成
対
象

を
現
行
小
学
校
６
年
生
ま

で
あ
っ
た
も
の
を
中
学
校

３
年
生
ま
で
年
齢
拡
大
を

す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

「
同
じ
医
師
会
で
、
何
故

飯
能
市
は
や
ら
な
い
の
か
」

と
い
う
不
満
の
声
が
あ
が

る
の
は
当
然
で
す
。

県
内
61
市
町
村
で
実

施
県
内
63
市
町
村
の
子
ど

も
医
療
費
助
成
制
度
の
状

況
は
、
高
校
卒
業
ま
で
が

１
市
２
町
、
中
学
校
卒
業

ま
で
は
52
市
町
村
、
小
学

校
卒
業
ま
で
は
6
市
町
と

な
り
、
61
市
町
村
で
、
子

育
て
世
代
の
負
担
を
軽
減

し
、
安
心
し
て
定
住
で
き

る
よ
う
な
施
策
を
行
っ
て

い
ま
す
。

沢
辺
市
長
は
こ
う
し
た

状
況
で
、
12
月
議
会
の
答

弁
で
、
「
孤
立
無
援
の
状

況
だ
が
無
料
化
に
は
し
な

い
」
と
居
直
っ
て
い
ま
す
。

３
０
０
０
円
の
自
己

負
担
に
ビ
ッ
ク
リ

狭
山
市
か
ら
最
近
引
っ

越
し
て
き
た
と
い
う
小
学

生
の
子
ど
も
が
い
る
と
い

う
女
性
は
、
「
飯
能
に
来

て
３
０
０
０
円
の
自
己
負

担
が
あ
っ
て
ビ
ッ
ク
リ
し

た
。
何
と
か
し
て
ほ
し
い
」

と
切
実
な
声
を
寄
せ
て
い

ま
す
。

保
守
・
公
明
が
反
対

昨
年
、
12
月
議
会
に
は
、

新
日
本
婦
人
の
会
飯
能
支

部
か
ら
「
子
ど
も
医
療
費

の
中
学
校
卒
業
ま
で
完
全

無
料
化
」
を
求
め
る
請
願

が
滝
沢
お
さ
む
市
議
が
紹

介
議
員
と
な
っ
て
提
出
さ

れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
日

本
共
産
党
を
除
く
、
保
守
・

公
明
の
議
員
は
、
「
市
の

財
政
で
は
制
度
の
存
続
が

で
き
な
い
」
な
ど
と
請
願

を
不
採
択
に
し
ま
し
た
。

子
育
て
世
帯
の
負
担

軽
減
を

子
育
て
世
帯
は
、
収
入

が
少
な
い
家
庭
が
多
い
う

え
の
、
所
得
税
・
住
民
税

の
年
少
扶
養
控
除
の
廃
止

で
、
負
担
が
大
き
く
圧
し

掛
か
っ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
と
き
に
、
世

間
並
み
、
他
市
並
み
の
こ

と
が
で
き
な
い
の
か
!?
沢

辺
市
長
の
子
育
て
支
援
の

姿
勢
が
問
わ
れ
て
い
ま
す
。

例
年
12
月
か
ら
３
月
頃

ま
で
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

が
流
行
し
、
市
内
小
中
学

校
で
学
級
閉
鎖
が
相
次
ぎ

ま
す
。
今
年
も
、
１
月
22

日
頃
か
ら
ポ
ツ
ポ
ツ
欠
席

す
る
子
ど
も
達
が
出
て
き

て
、
原
市
場
小
学
校
２
年

２
組
（
26
日
～
29
日
）
・

６
年
１
組
（
29
日
～
31
日
）
、

第
一
小
１
年
３
組
（
29
日

～
31
日
）
、
西
中
１
年
Ｂ

組
（
29
日
～
31
日
）
、
名

栗
幼
稚
園
で
も
22
日
か
ら

数
日
お
休
み
と
な
り
ま
し

た
。
今
年
の
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
患
者
数
は
、
昨
年
同

期
の
２
倍
近
く
に
上
っ
て

い
る
こ
と
が
、
18
日
、
国

立
感
染
研
究
所
の
ま
と
め

で
分
か
り
ま
し
た
。

予
防
策
は
、
マ
ス
ク
の

着
用
や
外
出
か
ら
帰
っ
た

後
の
う
が
い
、
流
水
・
石

鹸
で
の
手
洗
い
や
ア
ル
コ
ー

ル
消
毒
、
室
内
で
の
加
湿

器
の
使
用
な
ど
で
、
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
に
限
ら
ず
接

触
感
染
を
感
染
経
路
と
す

る
感
染
症
対
策
の
基
本
と

な
っ
て
い
ま
す
。
家
庭
や

学
校
、
職
場
で
の
感
染
予

防
に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

〈
咳
の
子
の
な
ぞ

な
ぞ
あ
そ
び
き
り

も
な
や
〉
（
汀
女
）

に
あ
る
よ
う
に
咳

は
冬
の
季
語
に
な
っ

て
い
ま
す
。
放
哉

に
は
有
名
な
〈
咳

を
し
て
も
一
人
〉
が
あ
り
ま

す
。
夜
隣
室
か
ら
聞
こ
え
る

咳
が
聴
こ
え
る
と
心
配
で
な

か
な
か
寝
つ
か
れ
な
い
も
の

で
す
▼
で
も
今
日
は
咳
で
は

な
く
な
ぞ
な
ぞ
で
す
。
民
主

党
約
１
億
５
千
万
円
、
自
民

党
約
２
億
３
千
万
円
、
公
明

党
約
８
億
８
千
万
円
、
共
産

党
約
10
億
１
千
万
円
、
社
民

党
約
２
千
万
円
な
ど
と
続
き

ま
す
が
、
こ
れ
は
な
ん
で
し
ょ

う
か
。
28
日
の
「
朝
日
」
に

載
っ
た
各
政
党
が
震
災
直
後

か
ら
集
め
た
義
援
金
約
23
億

５
千
万
円
の
内
訳
で
す
▼
こ

れ
を
読
ん
だ
人
が
、
貧
乏
な

共
産
党
が
一
番
義
援
金
を
集

め
て
い
る
ん
だ
と
驚
い
て
い

ま
し
た
。
も
ち
ろ
ん
共
産
党

は
こ
の
義
援
金
を
83
自
治
体

と
１
７
６
団
体
に
直
接
届
け

て
い
ま
す
。
そ
れ
に
し
て
も

政
党
助
成
金
を
平
気
で
受
け

取
り
、
企
業
献
金
も
も
ら
っ

て
い
る
自
民
党
や
民
主
党
が

１
億
～
２
億
円
台
と
は
情
け

な
い
。
本
気
度
が
疑
わ
れ
て

も
仕
方
が
あ
り
ま
せ
ん
。

発 行
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山 田 と し 子
090-4389-4439
新 井 た く み
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090-7000-4481
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無
料
化
中
学
卒
業
ま
で
拡
大

求
め
ら
れ
る
飯
能
市
の
対
応

(土)午後７時
飯能市民会館小ホール

お話
衆議院議員 塩川てつや
市議会議員 金子としえ
市議会議員 山田とし子
市議会議員 新井たくみ
市議会議員 滝沢おさむ

日本共産党飯能市委員会・同後援会

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
流
行

学
級
閉
鎖
相
次
ぐ 暮らしと営業を応援する市

政の実現をめざし
飯能市議選で４議席確保を

市
議
選
募
金
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。市

議
選
募
金
の
協
力
を

お
願
い
し
た
と
こ
ろ
、
多

く
の
方
か
ら
、
届
け
て
頂

い
た
り
、
郵
送
し
て
頂
く

な
ど
募
金
が
寄
せ
ら
れ
て

ま
す
。
本
当
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

引
き
続
き
、
ご
協
力
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。



優 勝 東 海 大 学 1 : 5 6 : 2 0
2 位 八 千 代 工 業 1 : 5 7 : 2 3
3 位 中 央 大 学 1 : 5 8 : 3 6

優 勝 東 京 農 大 三 高 A 1 : 5 8 : 4 6
2 位 佐 久 長 聖 高 校 A 1 : 5 9 : 3 1
3 位 埼 玉 栄 高 校 2 : 0 0 : 5 2

優 勝 武 蔵 台 横 手 台 体 育 協 会 2 : 2 2 : 3 6
2 位 加 治 体 育 協 会 2 : 2 5 : 0 4
3 位 高 麗 川 地 区 体 育 協 会 2 : 3 2 : 1 4

一 般 の 部

高 校 の 部

地 区 体 育 協 会 の 部

12
月
市
議
会
に
議
員
定

数
を
、
現
行
の
21
人
か
ら

５
名
削
減
す
る
定
数
条
例

の
一
部
改
正
案
が
、
野
田

直
人
議
員
か
ら
提
出
（
加

涌
弘
貴
、
加
藤
由
貴
夫
、

石
井
健
祐
、
平
沼
弘
議
員

が
賛
成
）
さ
れ
、
継
続
審

議
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

18
日
の
議
会
運
営
委
員

会
で
は
、
賛
成
少
数
で

「
否
決
す
べ
き
も
の
」
と

決
し
、
29
日
に
開
か
れ
た

定
例
市
議
会
に
報
告
さ
れ

ま
し
た
。

本
会
議
で
の
採
決
を
前

に
、
公
明
党
の
佐
野
春
雄

議
員
が
１
名
の
削
減
、
緑

水
会
の
鳥
居
誠
明
議
員
が

２
名
の
削
減
、
新
風
会
の

大
久
保
勝
議
員
が
３
名
の

削
減
と
す
る
修
正
案
を
提

案
し
ま
し
た
。

採
決
の
結
果
、
１
名
削

減
案
（
定
数
20
名
）
に
賛

成
が
３
、
２
名
削
減
案

（
定
数
19
名
）
に
賛
成
が

３
名
、
３
名
削
減
案
（
定

数
18
名
）
に
賛
成
が
４
名
、

５
名
削
減
し
、
16
名
と
す

る
本
案
に
賛
成
者
が
５
名

で
い
ず
れ
の
案
も
否
決
さ

れ
ま
し
た
。

日
本
共
産
党
は
、
い
ず

れ
の
案
も
、
市
民
の
多
様

な
声
を
遠
ざ
け
、
チ
ェ
ッ

ク
機
能
を
低
下
さ
せ
る
も

の
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し

て
反
対
し
ま
し
た
。

削
減
案
は
自
治
連
と

協
議
し
て
決
め
た

ま
た
、
賛
成
討
論
で
加

涌
議
員
が
「
５
名
の
削
減

案
は
自
治
連
と
協
議
し
て

決
め
た
こ
と
だ
」
と
明
ら

か
に
し
た
こ
と
に
つ
い
て
、

新
井
市
議
は
「
そ
う
し
た

こ
と
が
行
わ
れ
て
い
た
と

す
れ
ば
さ
ら
に
問
題
だ
」

と
批
判
し
ま
し
た
。

再
度
提
出
す
る
動
き

議
会
終
了
後
の
代
表
者

会
議
で
野
田
市
議
は
、
３

月
議
会
の
冒
頭
で
再
度
削

減
案
を
提
出
し
た
い
と
発

言
し
、
告
示
一
ヶ
月
前
と

い
う
常
識
で
は
考
え
ら
れ

な
い
こ
と
で
す
が
、
削
減

の
火
種
を
残
し
て
い
ま
す
。

第
11
回
奥
む
さ
し
駅
伝

競
争
大
会
が
27
日
開
催
さ

れ
、
東
飯
能
駅
前
を
ス
タ
ー

ト
、
西
吾
野
駅
付
近
を
折

返
す
38
・
７
９
２
ｋ
ｍ
の

コ
ー
ス
を
２
０
４
チ
ー
ム

が
力
走
し
ま
し
た
。
色
と

り
ど
り
の
ラ
ン
ニ
ン
グ
姿

で
、
日
頃
の
練
習
の
成
果

を
発
揮
し
、
タ
ス
キ
を
繋

ぐ
ラ
ン
ナ
ー
に
沿
道

か
ら
大
き
な
声
援
が

あ
が
り
、
中
継
所
の

接
待
も
好
評
で
飯
能

ら
し
い
暖
か
い
大
会

運
営
が
行
な
わ
れ
ま

し
た
。

埼
玉
県
庁
走
友
会
Ａ
で

補
欠
登
録
を
さ
れ
て
い
た

川
内
優
輝
選
手
は
４
区
に

出
場
し
、
13
分
00
秒
の
区

間
新
記
録
を
出
し
ま
し
た
。
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議
員
定
数
削
減
案
を
否
決

３
月
議
会
に
も
再
提
出
の
動
き

飯
能
西
中
野
球

部
が
春
季
大
会

出
場
決
ま
る

文
部
科
学
大
臣
杯
第
４

回
日
本
少
年
春
季
軟
式
野

球
大
会
が
３
月
22
日
～
25

日
の
４
日
間
、
静
岡
県
静

岡
市
西
ヶ
谷
総
合
運
動
場

野
球
場
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

こ
の
大
会
は
、
高
校
野

球
の
「
春
の
セ
ン
バ
ツ
」

同
様
、
新
人
戦
と
し
て
球

児
の
憧
れ
の
大
会
と
な
る

よ
う
文
部
科
学
省
の
後
援

を
受
け
て
新
設
さ
れ
た
大

会
で
す
。
４
回
目
と
な
っ

た
今
年
は
、
埼
玉
県
代
表

で
飯
能
西
中
学
校
が
初
め

て
出
場
し
ま
す
。

西
中
野
球
部
は
１
年
生

14
名
、
２
年
生
11
名
の
25

名
の
部
員
が
一
つ
に
な
っ

て
、
西
部
大
会
、
県
大
会
、

関
東
予
選
を
勝
ち
抜
き
、

特
に
関
東
予
選
で
は
山
梨

の
優
勝
校
に
５
対
０
で
勝

ち
ま
し
た
。

全
国
９
ブ
ロ
ッ
ク
代
表

と
開
催
地
の
チ
ー
ム
あ
わ

せ
て
、
32
チ
ー
ム
が
競
い

合
い
ま
す
。
一
回
戦
目
は
、

３
月
22
日
、
焼
津
市
総
合

グ
ラ
ン
ド
野
球
場
で
島
根

代
表
の
大
田
一
中
ク
ラ
ブ

と
闘
い
ま
す
。

野
球
部
の
顧
問
に
な
っ

て
５
年
目
と
い
う
顧
問
の

郡
司
先
生
は
「
３
年
前
は
、

ベ
ス
ト
エ
イ
ト
ま
で
行
っ

た
。
部
員
は
先
輩
を
超
え

る
思
い
で
頑
張
っ
た
結
果

で
す
」
と
語
っ
て
い
ま
し

た
。

第11回
奥武蔵駅伝大会

２０４チームが力走

反
対
討
論
の
概
要
は
次
の
と

お
り
で
す
。

①
５
名
の
削
減
案
が
、
「
自
治

連
か
ら
大
幅
削
減
が
要
望
さ
れ

て
い
る
こ
と
」
を
根
拠
と
し
て

い
る
が
、
自
治
連
が
こ
の
問
題

を
初
め
て
議
論
し
た
の
が
、
昨

年
11
月
１
日
の
支
部
長
会
議
で

あ
り
、
「
こ
の
よ
う
な
要
望
書

を
自
治
連
と
し
て
出
す
べ
き
な

の
か
」
「
重
要
な
事
項
な
の
で

支
部
に
持
ち
帰
っ
て
話
し
合
い

た
い
」
と
い
う
意
見
が
出
さ
れ

た
の
に
、
「
急
を
要
す
る
こ
と

で
あ
り
、
支
部
長
権
限
で
決
定

し
て
よ
い
」
と
し
て
強
引
に
決

定
す
る
な
ど
、
賛
否
両
論
様
々

な
市
民
の
見
解
が
あ
る
極
め
て

政
治
的
な
問
題
を
地
縁
組
織
の

自
治
会
の
連
合
体
が
要
望
す
る

こ
と
自
体
、
問
題
が
あ
る
。

②
飯
能
市
の
議
員
定
数
21
人
は
、

全
国
平
均
よ
り
１
・
７
人
、
埼

玉
県
下
の
８
万
人
規
模
と
比
較

し
て
も
０
・
６
人
少
な
く
、
さ

ら
に
５
名
も
削
減
す
る
根
拠
は

な
い
う
え
、
飯
能
市
の
よ
う
に

市
域
が
２
０
０
平
方
キ
ロ
に
も

及
び
、
谷
津
も
多
い
う
え
に
、

市
街
地
か
ら
遠
い
と
こ
ろ
で
20

キ
ロ
を
超
え
る
集
落
も
少
な
く

な
く
、
所
沢
、
狭
山
な
ど
の
議

員
一
人
あ
た
り
の
人
口
で
議
員

数
を
比
較
す
る
こ
と
に
は
無
理

が
あ
る
。

③
全
国
市
議
会
議
長
会
も
「
分

権
が
進
む
中
で
議
会
が
監
視
・

政
策
立
案
能
力
の
向
上
を
果
た

す
上
に
お
い
て
も
、
そ
れ
に
ふ

さ
わ
し
い
議
員
数
が
必
要
だ
」

と
指
摘
し
て
い
る
。

④
議
員
の
数
を
削
減
す
れ
ば
、

確
か
に
簡
素
で
効
率
化
は
す
る

か
も
し
れ
な
い
が
、
チ
ェ
ッ
ク

機
能
が
後
退
す
る
こ
と
は
明
ら

で
、
議
員
み
ず
か
ら
が
議
員
の

数
を
減
ら
し
て
効
率
化
を
図
る

と
し
た
ら
、
議
員
の
存
在
意
義

そ
の
も
の
を
否
定
す
る
も
の
で

あ
る
。
同
時
に
行
政
の
チ
ェ
ッ

ク
機
能
、
地
域
住
民
、
市
民
の

多
様
な
声
の
代
弁
者
と
し
て
の

機
能
も
否
定
す
る
も
の
だ
。
議

員
数
が
少
な
く
な
り
、
チ
ェ
ッ

ク
機
能
も
弱
ま
れ
ば
、
議
員
が

特
権
化
し
、
利
権
が
う
ま
れ
る

こ
と
も
懸
念
さ
れ
る
。

⑤
今
必
要
な
の
は
定
数
削
減
で

は
な
く
、
議
員
に
対
す
る
不
信

感
を
取
り
除
く
た
め
に
も
、
開

か
れ
た
議
会
、
市
民
と
と
も
に

歩
む
議
会
に
向
け
た
議
会
改
革

で
あ
り
、
議
会
と
議
員
の
質
的

向
上
で
あ
る
こ
と
な
ど
を
指
摘

し
、
「
ど
う
し
て
も
経
費
を
削

減
す
る
こ
と
が
議
会
の
意
思
で

あ
る
の
な
ら
、
市
民
の
多
様
な

声
を
遠
ざ
る
定
数
削
減
で
は
な

く
、
議
員
報
酬
を
減
額
し
て
対

応
す
べ
き
だ
」
と
指
摘
し
、
反

対
し
ま
し
た
。


